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タンパク質機能につながるタンパク質機能につながる
反応を理解する：「揺らぎ」
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生体分子が機能を発揮するにはその立体構造が重要であり、
X線結晶構造測定などが国家プロジェクトとして動いている。
しかし近年、天然状態で決まった構造を持たないいわゆる天し し近年、天然状態 決ま た構造を持たな わゆる天
然変性タンパク質が数多く発見されたり、いわゆる「鍵と鍵
穴」の関係つまりその静的な構造だけでは説明できない生体
反応も多くみられるようになり、構造変化と機能との関係が
注目されている。我々は、こうした生体分子の反応を理解す
るキ ポイントは 「揺らぎ」にあると考え それを実験的に検るキーポイントは、「揺らぎ」にあると考え、それを実験的に検
証する研究を行っている。ここでは、如何にして通常の手法
では検出できない生体分子の動きを時間分解で検出するか、
揺らぎがどのように関わっているのかなど、最近の研究成果
を紹介する。を紹介す 。
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